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ミャンマー国ミチナにおける性産業従事者のエイズと

性感染症に関する知識とリスク行動

大森 絹子

　ミャンマー国ミチナで，異なった2グループの女性性産業従事者（CSWs）のエイズと性感染症（STD）

に対する知識，リスク行動，コンドーム使用等に関する調査を行った。質的研究方法による個別面接方式で，

65人の直接と65人の間接CSWsを研究対象とした。これらの2グループは，客から得る売春料，働く場所

と売春の方法，HIVとSTDの感染と予防の知識，買春客の数，コンドームの使用とSTD罹患等に違いが

あった。間接CSWsは直接CSWsに比べて，エイズやSTDに対する知識に優れ，性行為を行う相手が少な

く，コンドームの使用頻度も高かった。しかしながら，間接GSWsもSTDの罹患率は高く，また客と無防

備な性行為を行うことが多かった。多くのCSWsとその客は，他州からの移住者であった。そのことは，

リスク行動の高いCSWsや若者を介して，HIV感染がミャンマー国内に短期間に広がっていく危険性があ

った。CSWsとその客をターゲット（対象）としたエイズとSTDの感染と予防に関する教育活動，コンド

ームの普及促進と配布，保健部門の活動能力の改善を含めたエイズ戦略を早急に推進していかねばならな

い。
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